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＜病棟連絡事項＞
・栄養より
[bookmark: _GoBack]　“鶏肉が硬く、窒息リスクがある”との意見があるため、常菜や粗キザミの食事指示、65歳以上の患者を対象に5/22夕から鶏肉をキザミで提供していく予定との事です。

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～本日夕よりラツーダ(20)1T 1×夕で6日分処方となる。また明日より朝の八味地黄丸を中止の指示あり。

・尾崎　誠二郎様～ミヤBM同内容で7日分処方となる。

・中居　ゆり様～血圧高値のため、本日夕よりニバジール(2)2T 2×朝夕で処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。スタッフ付き添いにて入浴実施している。開放観察中は他者へ対する迷惑行為頻回で自制出来ず、観察終了時間前に帰室して頂き開放観察終了している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。食事摂取時一時的に両上肢拘束解除。食事摂取時以外は終始閉眼し臥床している。バイタルサイン異常、拘束部位の循環障害、再拘束時の拒否無し。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・三浦　英男様～時折来詰しては架電要求有り、架電内容問うと纏まりの無い返答をしている。その他余暇時間はテレビ鑑賞をする等して静穏に過ごしている。

・北村　将基様～希死念慮、自殺念慮、行動化無くスタッフ対面時表情、口調共に穏やか。私物に関する訴え聞かれるが説明、対応にて納得している。

・中居　ゆり様～午前は車椅子自操しユニット内徘徊している。午後より血圧188/93mmHgと高値。脈拍数30回台で脈不整あり。

・中村　実様～37℃台の発熱続いておりクーリングにて対応。他バイタルサイン異常なし。時折唸り声を上げているがケア時の抵抗は無い。経管栄養トラブル無く経過。

＜措置入院患者様情報＞
・北村　将基様～5/19措置入院となっている。入院後は希死念慮や衝動行為なく落ち着いて過ごしている。

・三浦　英男様～5/17時間隔離解除している。断続的に大声出すことあるが、不穏さや他者トラブル無く経過。措置解除後の通院に関して保健所からもともとかかりつけ病院である十和田市立中央病院へ転医を打診予定。

・藤井　崇史様～不穏さや他者への不満言動無く落ち着いている。措置解除に関して、主治医の意向を記載した書類を家族来院時に渡す方向性。

・小山　仁様～他者交流見られており穏やか。5/27に措置解除し退院の予定。
